
【防犯対策】

○ アポ電対策

・ 留守番電話機能を設定し、知らない番号にはすぐ出ない。

・ 自動通話録音機や防犯機能付き電話を利用する。

・ ナンバーディスプレイを利用する。

・ 個人情報や家族構成、自宅の現金保管状況を尋ねられても答えない。

・ 不審な電話には対応せず、すぐに警察に通報する。

○ 自宅の対策

・ 在宅時でも施錠するなど戸締まりを徹底する。

・ 訪問者に対し、ドアを開ける前に、ドアスコープやインターフォンで確認し、イ

ンターフォン、ドアチェーン、ドアロック越しに対応する。

・ 外出先から帰宅した際は、背後や周囲に人がいないか確認する。

・ 自宅に必要以上の現金を置かない。

・ 防犯性能の高い建物部品（鍵、ドア、ガラス、防犯フィルム、シャッター等）を

活用する。

・ 防犯設備機器等（防犯カメラシステム、センサー付きライト、テレビ付きインタ

ーフォン等）を活用する。

アポ電（特殊詐欺グループが事前に家族構成や現金の保有状況を聞き出すなどのア
ポイントメント電話）をきっかけに、特殊詐欺や強盗の被害に遭うおそれがあります！

全国的には、犯人が宅配業者を装い、又は窓ガラスを破損して住宅に押し入るなどす

る手口の強盗事件も発生しています。

また、令和５年１月以降、複数の都道府県で、相次ぐ強盗事件を利用して、警察官等

をかたり、「強盗を検挙したが、あなたも強盗に狙われている」などと不安をあおる

ような内容の電話が、かかっています。

これらの電話は、昨今の強盗事件の発生を口実にした新たな手口の

アポ電である可能性があるため、十分注意が必要です！！

不審に感じた場合は、ためらうことなくすぐに通報を！！


